
平成 13年度 NRICセ ミナー講 演要 旨

第1回  7月 13日

農業環境インベン トリーセンター調査研究細部設計検討会

第2回  9月 27日

世界の土壌資源

Soil Resources of the World

浜崎忠雄 (農 業環境インベ ン トリーセ ンター )

地球上の陸地や浅い水面下は,一年中氷原になっているところを除き,土壌 に覆われている。

人類 を含む生物はその土壌 に支えられて生きている。世界には,そ の生成環境 (気候,生物 ,

母材,地形,年代な ど)と 生成過程が異な り, さまざまな形態や性質をもつた土壌が分布 し,

それぞれ生物 を生産す る力 も異なっている。 さまざまな土壌 をみてまず感 じるのはその色の違

いだろ う。そのため古来土壌は土の色の名でよく呼ばれてきた。 しか し,土壌の分類は国によ

り人により多種多様で,こ れまで世界的に統一 されたものがなかった。そのため,国際土壌学

会を中心に世界の上壌命名 の共通語たる 「世界土壌照合基準 (WRB)」 が 1998年 に作 られた。

この体系は FAO― Unesco世 界土壌図凡例の改訂版 を土台に作 られ、世界土壌図 との対比 も可能

であ り,ま た土壌群数 も 30と い う説明に手 ごろである。 ここでは,こ の土壌分類体系に照 ら

してスライ ド用いて世界の土壌 を紹介 し,そ の生成 ,特性 ,分布お よび利用についてお話す る。

第3回  10月 26日

食用ヤマノイモ類の小蛾害虫

4ヽicro―Moth Pests of Yallll in Japan

安田耕司 (昆 虫分類研究室 )

栽培種であるナガイモ を加害 してい る小蛾 は,こ れ までヤマ ノイモ コガ Иε″οの Jυs'S

sttνたJθ′′αであるとされてきたが,最近の研究 (Yasuda,2000)に より,新種であることが判

明し,ナガイモコガ И.″αgα″οと命名 された。また山野に自生するヤマノイモの葉にはヤマ

ノイモコガの他に A.japonicaが ムカゴに寄生することが判明した (和名 :ヤ マノイモムカゴ

コガ)。 その後の調査によリナガイモのムカゴにもナガイモコガが,ま たヤマノイモの葉にも

ヤマノイモムカゴコガが寄生することが確認 され,両種は寄主植物を異にするものの形態のほ

か食性においても極めて酷似 していることが明らかとなった。

そこで,それぞれの寄主植物であるナガイモ とヤマノイモが近接 して存在する場所では,両

種はどのように生虐、しているかを明らかにするため予備的な調査を実施 した。その結果,農地

で栽培 されているナガイモにはナガイモコガが寄生 し,近距離にあるヤマノイモには両種の混

棲が認められた。一方,ナガイモ圃場 と数 km離れた場所にあるヤマノイモではほとんど混生

はみられず,ほ とんどがヤマノイモムカゴコガであった。両種の関係をさらに詳 しく解明する

ためには,性フェロモン成分や DNA情報などの比較研究が必要である。
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カメムシ亜 目の形態 と分類について

Ⅳlorphology and Systematics of Heteroptera

中谷至伸 (昆 虫分類研究室 )

カメムシ亜 目 (異翅亜 目)は不完全変態の昆虫で,セ ミ, ヨコバイな どを含むセ ミ亜 目 (同

翅亜 目)と は姉妹群関係にあ り,こ れ ら両者でカメムシロ (半翅 目)を構成する。 国器は,一
般的な昆虫が咀疇式であるのに対 して,針状の吸収式である。前翅は,一部の原始的なグルー

プをのぞき,基半部が革質化 し,膜質の先端部 とは明瞭に区別 され る。 目名はこの前翅に由来

する。口器 の構造 と前翅の形態はカメムシ亜 目を特徴づけるもつともよく知 られた形質である。

また,多 くのグループの成虫では,後胸に蒸発域 をともなった臭腺が開 口す る。 ここで臭腺か

らの分泌物 を素早 く気化 させ ることで臭気 を放つ。雌雄の交尾器 について,特に,雄交尾器は

他の昆虫 と同 じく,分類に用い られ る形質を多 く有 し, これまでもつともよく注 目されてきた

部分である。雄の腹部第 9節は背板 と腹板が融合 してカプセル状の生殖節 にな り,通常一対の

把握器 を備 える。この把握器や生殖節 に収まっている挿入器の形態は分類学によく用いられ る。

また,カ メムシ亜 目はかつては水生カメムシ群,両生カメムシ群,陸生カメムシ群の 3グル

ープに分類 されていたが,現在では 7つ の下 目(Iniaorder)に 分類 されている。下 目単位で多 く

は肉食で,植物食は トコジラミ下 日,カ メムシ下 目に見 られ るのみである。7下 目の うち,ア
メンボ下 目のものはほとんどが水面生活で,タ イ コウチ下 目はその多 くが水生である。 これ ら

はそれぞれ両生カメムシ群,水生カメムシ群 とされていた。

第4回  11月 20日

衛星デー タを用いた森林火災早期発見システム

Early Detection System for Forest Fire Using Satellite Data

永谷 泉 (農 業環境インベ ン トリーセンター )

「リアル タイム地球観測衛星データ高速通信・高速演算配信 によるアジア太平洋防災ネ ッ ト

ワー クの開発」 (1998.10-2001.9)プ ロジェク トにおいて,森林火災早期発見システムは開発 さ

れ た。 この システ ムは ,米 国気 象衛 星 NOAAと 米 国空 軍 軍 事気 象衛 星 DMSP(Defense

Meteorologica Satdl■ e Program)の 準 リアル タイムデータを利用 して,早期に森林火災を発見

している。NOAA データか らは地表面温度の高い所 を抽出 し,DMSPデ ータか らは夜間の森

林火災の光 を提 える。 この両データか らよ り正確 な火災位置を捉 える。また,NOAAと DMSP
のデータは,海外の受信局か ら APAN等 の高速ネ ッ トワー ク回線 を利用 して農林水産研究計

算センターヘ送信 され,セ ンター内の衛星データ リアル タイムアーカイブシステムによつて自

動処理 されている。

本報告会では,衛星データ リアル タイムアーカイブシステム,お よび森林火災早期発見シス

テムの概要について, リモー トセンシングおよび GISについての簡単な説明 とともに述べる。
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最近ののθ力//"θ /〃s属 およびβわθ/′′/s属糸状菌の分類について

Recent Trend on the Classiflcation of Fungal Genera,Cο θ/7′
jObO′νs and β″ο′α″パjS

月星隆雄 (微 生物分類研究室 )

Cοε力′jοらοルs属糸状菌は長楕 円形の暗色分生胞子 を形成 し,様 々なイネ科植物に寄生 して葉

枯れな どの症状 を引き起 こし,微生物除草剤 としても利用 され る。 この菌は子の う菌類 だが ,

無性世代は 3ripο ′αガSお よび Cνr172/′α″′α属が対応 している。最近 これ ら無性世代の形態お よび リ

ボゾーム DNA配列 を基 に,本属 を Cοσ力′jοらοルsと Psθンあ
`ο

ε乃′′οらοルs属 に分割するべきか論議

が起 きている。 このよ うな動向 とともに演者 らの報告 した新種な ども含 めた本属菌の分類 につ

いて,解説す る。

第5回  12月 19日

長野県のハナバチ類 :その分布の概要 と生息環境評価の試み

Bccs in Nagano Prefecture:An Overview of Their Distributions and aヽ 4ethod for Evaluation of Their

Habitats

須賀 丈 (長 野県 自然保護研究所 )

受粉などの 「生態サー ビス」をにな う生物群集の分布 に関す る情報 を地域の 自然環境保全 に

反映 させ るためには,そ れ に適 した空間スケールにもとづ く評価の しかたが必要である。そ こ

で 1996年 か ら 2001年 にかけて,長野県内のはばひろい標高差 をふ くむ 4地域 を中心に訪花昆

虫の調査をお こない,採集 された約 1,300個 体のハナバチ類 についてその分類群別の構成比 を

比較 した。その結果,7科 21属約 110種 あま りのハナバチ類が確認 された。個体数ではマル

ハナバチ属 9種で半数 ちか くを しめてお り,垂直分布 ではマルハナバチの しめる個体数 の割合

が亜高山帯や高山帯で大 きくなる傾向がみ られた。 けれ ども種数は標高のひ くい場所で多か っ

た。また安曇野か ら飛騨 山脈 にかけてのデータをもちいて地理情報システムによる空間解析 か

ら各植生タイプに対す るマルハナバチ とミツバチの生慶、地選好性 を評価す る予備的な解析 をお

こない,こ の手法の可能性 について検討 した。

土壌環境基礎調査のデー タベース化

Database of Soil Monitoring

土壌分類研究室 中井 信

現在更新が進 められ ている土壌図,土壌環境基礎調査 (定点調査)データ,地力保全調査デ

ータ,及び新規モニタ リング調査データは,土壌資源インベ ン トリー としてデータベース化 し,

オンラインで図化 ,解析 ,評価・予測ができるシステムの開発 を進 めている。

この うち土壌環境基礎調査 (定点調査)は,1979年か ら 5年 に 1度同一地点で,土壌の特

性 と土壌管理 について調査が行われ,すでに 4回 の調査が行われた。調査地点は約 2万地点 あ

り,大 まかには地 目と土壌型の面積 を反映 している。1地点にお ける調査項 目は数百項 目あ り,

12の テーブルに分割 して, リレーシ ョナルデータベースを構築 した。

データベースは oracleで 作成 されてお り, 目的項 目を抽 出 し,ア プ リケーシ ョンソフ トに

よって解析 を行 うことができる。項 目抽出には,マ イ クロソフ ト社の Acccssを ,解析 には SPSS

を主に利用 している。
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第6回  3月 20日

JICAプ ロジェク ト方式技術協力「フィリピン国土壌研究開発センター計画フェーズ H」 ,「 マ

ージナル土壌の生産および環境管理計画」における土壌・土地評価分野の活動報告

Progress Report on the Soil and Land Evaluation Act市 ity in the JICA PraCCt Type Technical

Cooperation:「 SOils Research and Development Ccnter Phase II」  and 「Environmental and Productivity

Management of Margind Soils in the Philippines(EPMNIA)」

大倉利明 (土壌分類研究室 )

安定な経済発展 を遂げるためには,食糧の安定供給が大前提であ り,農業生産の安定化,収
益性向上が重要な因子 となる。生産を支える土壌の調査研究体制の確立,関連技術の開発は ,

農業開発政策の立案・実施において重要な基礎的情報を与える。 フィリピン政府は農業省土壌

・水管理局 (BSWM)を ,そ の担 当機 関 として土壌調査・保全 。研究お よび土地評価な どの業務

を行 っていた。しか しなが ら,施設の不備 ,調査研究体制や人的資源の未成熟によつて,BSWM
の機能は十分発揮 されていなかった。そ こで,フ ィ リピン政府は,1980年代後半か ら,我国

に対 して,土壌研究開発センターを設立 し,研究施設・機材の整備 0人的資源の資質向上を図

ることを目的 とした,プ ロジェク ト方式技術協力の実施可能性 を探つてきた。二国間のプロジ

ェク ト方式技術協力 として,1989年 か ら始まった,土壌研究開発センター計画は,フ ェーズ I

・H(1989～199401995-2000)が 実施 され,現在は EPMMAが 2005年 まで執 り行われている。

著者 は,JICA派遣専門家 として,1995年か ら 2002年 まで,BSWMで 土壌・土地評価分野

の担 当を した。プロジェク トの背景,主要成果,進捗状況,今後の課題 について報告する。

表生菌 と内生菌

Epiphytic and Endophyticヽ 4icroorganisms

封馬誠也 (微生物分類研究室 )

植物体上の微生物に関する研究は古 くか ら行われてきた。その中で,それ らの微生物の生態

や機能の解明な らびに制御等を 目的 とした研究な どか ら,植物体の微生物を 「内生菌」や 「表

生菌」にわけて,それぞれの機能等を議論す るよ うになってきた。一方で,こ れ らの定義や分

離方法について種々の議論 もなされてきた。今回は,表生菌 と内生菌の定義の変遷等を中心に ,

研究の現状等 を紹介す る。内生菌の定義 に関 しては,従来は,「 生活環の大部分を病気 を起 こ

さずに植物体内に生虐、しているもの」 (SたgJ,1987)と い う定義が広 く認 め られていたよ うで

あるが,近年では,病原菌か どうかの識別が困難 な例 もあること等か ら,「 生育期間のある期

間,病徴 を示 さずに生存 しているすべての生物」 (Pct五ni,1996)と い う考え方が定着 しつつあ

るよ うである。表生菌に関 しては,定義のみな らず,分離方法に関する議論が多 く行われた。

植物病原菌が表生菌 として生存 し,そ れが伝染源 となっているとい う画期的発見 (CrOsse,1959)

がな された後,植物病理分野では,表生菌の生態,発生予測,防除等に関す る研究が行われて

いる。 こ うした研究か ら,表生菌の定義は難 しく,分離方法で統一的な方法を作ることも困難

である (Hirano,1984), とす る考えが出 されている。以上,定義や分離方法に問題 があるも

のの,一方で,内 生菌か表生菌かをある程度明 らかに した上で,機能や環境 と微生物の関係 を

調べることが重要 となっている。 ここでは, さらに葉上での微生物間の微量元素の競合や,微
生物のバイオセサー としての可能性,環境ス トレス耐性等に関する研究を紹介する。
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研究課題一覧

研究の柱 (A:B:C)
研 究課題

(大課題 :中 課題 :小 課題 :実行課題 )

予算 区分 研究

期 間

担 当研 究室等

G:グルー プ

U:ユ ニ ッ ト

T:チー ム

担 当者

農業生態系の持つ 自然循環機能 に基づい

た食料 と環境の安全性の確保

1)環境負荷物質の動態解明 と制御技術 の

開発

(2)カ ドミウム等微量元素の土壌集積

経路及びイネ・ ダイズ事実への移行過

程の解明

① カ ドミウム等の土壌 中にお ける存

在形態 と吸収抑制機構の解明

1 土壌 中にお ける微 量重金属の移

動分布の解明

(5)農薬の水生生物等 に対す る影響評

価法の開発

① 水 田用除草剤 の水系にお ける拡散

経路の解明 と藻類等水生生物 に対す

る影響評価法の開発

1 臭化 メチル代替薬剤の環境生物

に対す る影響評価

)人 為的イ ンパ ク トが生態系の生物相 に

及ぼす影響の評価

(1)遺伝子組換 え生物 に よる生態系か

く乱機構の解明 と影響評価手法の開発

① 組換 え体作物の栽培 が農業生態系

における生物相 に及 ぼす影響評価並

びに導入遺伝子 の拡散 に関す る遺伝

学的解析手法の開発 と遺伝子拡散 の

実態解明

1 組換 え作物の長期栽培 による環

境への影響モニタ リング

環・公 害防

止 [微 量重

金属 ]

所・研究推

進費 [連携 ]

農 ・バイテ

ク先端技術

[組 換 え体

産業化 ]

12-16

11-15

昆虫分類研

農薬動態 U
植 生生態 U
微生物生態 U
線 虫・ 小動物 U

組換 え体 T
植生生態U
昆虫G長

微生物機能U
昆虫分類研

土壌分類研 中井 信

小原 洋

戸上和樹

安 田耕 司

ほか

安 田耕 司

ほか
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研究の柱 (A:BiC)
研 究課題

(大 課題 :中 課題 :小 課題 :実 行課題 )

予算区分 研究

期間

担 当研究室 担 当者

地球規模での環境変化 と農業生態系 との

相互作用の解明

2)農 業が地球環境 に及 ぼす影響解明 と対

策技術の開発

(3)人 間活動に伴 う環境変動が農業生

態系における物質循環及び空間構造の

特性に及ぼす影響の解明

② 物質収支算定 システムの構築 と環

境負荷の定量化手法の開発

1 耕転法の違いによる畑作圃場 に

おける温室効果ガスの温暖化 ポテ

ンシャル評価 と土壌炭素含量の変

化予測

④  中国にお ける砂漠化 に伴 う環境資

源変動評価のための指標の開発

1 パ キスタンにおける砂漠化 プ ロ

セスの解明 と指標化に関す る研究

生態学・環境科学研究に係 る基礎的 0基

盤的研究

3)農 業環境資源情報の集積

(1)農業環境資源の分類・同定及び機

能の解明に基づ くイ ンベ ン トリー フ レ

ームの構築

1 農業環境イ ンベ ン トリー構築 に

係わるデータベースの作成

農業環境イ ンベ ン トリー構築 に

係わる標本作製 0保存

所 ・研究推

進費 [連携 ]

環 ・地球環

境 総合 [砂

漠 化 ](委
託 )

所・研究推

進費 [運 営」

所・研究推

進費 [運 営」

13-15

気象研 究 G長
大気保全 U
温室効果 ガス T
土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

昆 虫分類研

微生物分類研

土壌分類研

昆虫分類研

中井 信

小原 洋

戸上和樹

ヤまか

中井 信

中井 信

小原  洋

戸上和樹

安 田耕 司

吉松慎 一

中谷至伸

封馬誠也

月星隆雄

吉田重信

篠原弘亮

中井 信

小原 洋

戸上和樹

安 田耕 司

吉松慎一

中谷至伸
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付録 :研 究課題一覧

研 究の柱 (A:B:C)
研 究課題

(大 課題 :中 課題 :小 課題 :実 行課題 )

予算区分 研 究

期間

担 当研 究室 担 当者

土壌 の分類 と機 能 の解 明及 びイ ン

ベ ン トリーのためのフ レームの構 築

1 機 能 に基 づ く土壌 分類 の体 系化

と土壌 イ ンベ ン トリー のた めの フ

レームの構築

2 土壌 資源 情報統合 システ ム の開

発

所蔵 タイ プ標 本 等 のデー タベ ー ス

化及 びイ ンベ ン トリー のた めの フ レ

ームの構築

1 所蔵 タイ プ標本等 のデー タベ ー

ス化 と昆 虫イ ンベ ン トリー のた め

のフ レー ムの構築

2 自然条件 下 にお け る寄生性 天 敵

の探索

主要イネ科植 物 に常在す る微 生物

相 の分類 ・ 同定 と機 能 の解 析 及 び イ

ンベ ン トリー のた めの フ レー ムの構

築

1 イネ科植 物 にお け る常在微 生物

の所在 ,特性 及び遺伝情報 のデ ー

タベ ー ス化 とイ ンベ ン トリー の た

めのフ レーム構築

2)昆 虫・微 生物 の収集 ・特性 評価 と

ジー ンバ ンク登録

1 昆虫ジー ンバ ンク

①

②

③

運営交付金

農 ・ 総合研

究 [協 調 シ

ステ ム ]

運営交付金

農・ ジー ン

バ ンク事業

[昆 虫ジー

ンバ ンク]

農・ ジー ン

バ ンク事業

[微 生物 ジ

ーー ン バ  ン

ク ]

小

力

や
ヽ

・
　

ミヽ

ラ

独

Ｅ

ジ

事項

ンキ

]

運営交付金

13-17

13-17

13-17

11… 13

13-17

12-17

60-17

土壌分類研

土壌分類研

昆 虫分類研

昆 虫分類研

導入昆 虫影響 U
個体群動態 U
昆 虫生態 U
昆 虫分類研

微 生物評価研 究

官

微 生物 生態 U
微生物機 能 U
線 虫・小動物 U
土壌微 生物利 用

U
微生物分類研

微生物分類研

中井 信

小原 洋

戸 上和樹

中井 信

小原 洋

戸上和樹

安 田耕 司

吉松慎一

中谷至伸

吉松慎 一

安 田耕 司

封馬誠也

月星隆雄

吉田重信

篠原弘亮

安 田耕 司

中谷至伸

ほか

封馬誠也

月星隆雄

吉田重信

篠原弘亮

ほか
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(1)査読論文

表 題 著 者
発表誌名

(出版元)

巻

号
′` ―ン

/ 発行年

月

Effect of Pedological Characteristics on

Agueous Soil Extraction Recovery and

tert-Butyldimetthylsilylation Y ield for

Gas Chromato graphy- Mass

Spectrometry of Nerve Gas Hydrolysis

Products from Soils

Mieko Kataoka,

Kouichiro Tsuge;

Hiroshi Takesako,

Tadao Hamazaki and

Yasuo Seto

Environ.Sci.Technol 35(9) 1823-

1829

2001

Background Levels of Trace and Ultra-

trace Elements in Soils of Japan

Yamasaki, S., A.
Taked4 M. Nanzyo, I

Taniyama, and M.
Nakai

Soil Sci.Plant Nutr. 47(4) 755-7

65

2001.12

都市化に伴 う農耕地土壌賦存の変

容解明-1970年後半から80年代埼

玉県南東部における農耕地土壌賦

存特性に与えた都市化の影響一

草場 敬 (中 央

研)・ 太田 健・中

井 信 。天野洋司

ペ ドロジス ト 45(1) 32-40 2001.6

日本の植物検疫において発見され

た害虫相の10年間の推移

桝本雅身 (現横浜植
物防疫所),高原伸
一,自井洋一

日本応用動物昆虫

学会誌

45(4) 195-201 2001.11

Review of the Genus Mythimna
Ochschenheimer (Lepidoptera,

Noctuidae, Hadeninae) in Taiwan, with
Description of a New Species and

Shin-ichi Yoshimatsu
and Albert Lesrain

Entomological
Science

4(4) 431-437 2001.12

Cimicicapszs Poppius a Separate

Genus, with Description ofNew
Species (Heteroptera, Miridae)

Yukinobu Nakatani Tijdschrift voor
Entomolosie

253-259 2001.12

Sex Pheromone of Acrolepiopsis
nogaimo Yasuda (Lepidoptera:

Acro lepiid ae), a Predominant

Leafininer on Chinese Yam in Tottori
Prefecture: Field Evaluation and

Activity of the Thkd Component

Atsusi Tanaka K● i

Yasuda and Sadao

Wakamu蝋 生物研 )

Applied
Entomology and

Zoology

36(2) 203-207 2001.5

Discovery of Mythimna lineatipes

(Moore) from Japan and Thailand, with
Taxonomic Study of Its Close Relatives

from Asia (Lepidoptera, Noctuidae,

Hadeninae)

Shin― ichi Yoshimatsu Transactions of the

Lepidopterological

Society of Japan

53(1) 55-62 2002.1

日本野生植物寄生・共生菌類 目録 月星隆雄・吉田重

信・篠原弘亮・封馬

誠也

農環研資 26 1-169 2002.3

Claviceps sorghicola and C. africana,
the Ergot Pathogens of Sorghum, and

Their Cultural Control in Japan

Takao Tsukiboshi.

Tadayuki Shimanuki

and Hironori Koga

JARQ 35(4) 221-226 2001.11

Rhizopus rot of Mulberry Grafted

Saplings Caused by Rhizopus oryzae

Yoshida, S.,

Murakami, R.

Watanabe, T. and

KoyamE A

J. General Plant

Pathology

67(4) 291-293 2001.11

研究成果の発表
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The Inhibitory Effect of an Epiphyrc

Fungus, Ephelis sp., on the Feeding

of Mythimna (P seudoletia) Separata

(Lepidoptera : Noctuidae) and

A ioiolopus thalas s inus tamulus

(Orthoptera : Acrididae)

Keiichi Takahashr.

Nora S. Meneses,

Katsuyuki Kohno,

Takao Tsukiboshi and

Makoto Kobayashi

JIRCAS Journal 9 17… 21 2001.5

Phylogenetic Studies of Ephelis

Species from Various Locations and

Hosts in Asia

Eiji Tanaka, Shigeki

Kawasaki, Keishi
Matsumura, Rie

Kusuda, Chihiro
Tanaka, You-Liang
Peng, Takao

Tsukiboshi and

Mitsuya Tsuda

Mycological
Research

105

(7)

811-817 20017

Iシ■クj″ノα εα″0′0ツOrα subsp. c

αrO′0ソ 0″αによるズジキーニ軟腐細

菌病 (新称 )

藤井直哉・篠原弘

亮・佐山 玲・深谷

富夫 。西山幸司

北 日本病害虫研

究会報

つ
ん 63-66 2001。 11

植物病原細菌の炭素源利用試験に

用いる共通基礎培地の検討

西山幸司 0篠原弘

亮・門田育生

日本植物病理学

会報

67 97-106 2001.8

Rθνあ″ο″αsソ′/ノグ′αツαによるチン

グンサイ腐敗病(新称).

佐山 玲・篠原弘

亮・藤井直哉・西山

幸司

北 日本病虫研報 つ
ん 59-62 2001.11

付録 :研 究成果の発表

(2)そ の他 の論文等

表  題 著 者
発表誌名

(出版元 )

巻

号
ノヽ _ン 発行年

月

農業環境技術研究所における情報

研究の現状 と方向

浜崎忠雄 農業研究機構平

成 13年度短期集

合研修 「農林水

産試験研究のた

めの情報処理技

術」テキス ト

29-44 2001。 11

水田土壌の生成 と水環境 浜崎忠雄 ペ ドロジス ト 45 48-55 2001.6

農業環境技術研究所の農業環境イ
ンベン トリー構想および土壌断面

調査 と土壌分類の意義

浜崎忠雄 平成 13年度専門

技術員研修 「専

門研修」資料

1-6 2001.9

土壌資源・特性・計測情報 , 小原 洋 季刊肥料 90 110-114 2001.1

土壌環境基礎調査 。定点調査にも

とづ く農耕地土壌資源特性の変動

解析

小原 洋・中井

信・戸上和樹

農業環境研究成

果情報

17
つ

“
2001.7

土壌情報の整備 と活用 中井 信・小原 洋 平成 13年度専門

技術員研修 [専

門研修」資料

28-38 2001.9

土壌肥料学における IT戦略一環

境情報インベン トリー

中

己
洋

雅

井 信 。南條正

浜崎忠雄・小原
小崎 隆・小牧

日本土壌肥料学

会誌

73(1) 65-68 2002.2

土壌環境基礎調査・定点調査結果
に基づ く農耕地土壌資源特性の変

動解析

小原 洋 農業環境技術研

究所年報,平成
12年度

60-65 2002.2
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土壌資源・特性・計測情報 , 小原 洋 季刊肥料 90 110-114 2001 1

土壌環境基礎調査・定′点調査にも
とづく農耕地土壌資源特1生 の変動
解析

小原 洋・中井

信・戸上和樹

農業環境研究成果
情幸風

20017

土壌情報の整備 と活用 中井 信・アJヽ 原 洋 平成13年度専門技

術員研修 [専門研

修」資料

28-38 20019

土壌肥料学における IT戦略一環

境情報インベ ン トリー
中井 信・南條正

己・浜崎忠雄・小原
洋・ノlヽ 崎 隆・ノJヽ 牧
雅

日本土壌肥料学会
― l■

73(1) 65-68 20022

土壌環境基礎調査・定点調査結果
に基づく農耕地土壌資源特性の変
動解析

小原 洋 農業環境技術研究

所年報,平成 12年

度

60-65 20022

わが国の農耕地土壌 中に蓄積 され
たカ ドミウムの実態

中井 信 第 19回 土・水研究

会資料

15-21 20023

Changes of Soil Characteristics durrrg
1979 to 1998 rr .Tapanese Arable Lands

小原 洋 Allllual RcPo員

2000-2001,NIAES

6-7 20023

土壌管理による土壌への炭素蓄積 中井 信 平成13年度温室効

果ガス排出削減定

量化法調査報告書

49-61 20023

農耕地土壌分類第3次 改訂版への読

替え法

中井 信 平成 13年度土壌環

境評価システム開
発事業報告書

20023

現代土壌肥料学の断面 [10]一 土

壌インベン トリーの情報システム
中井 信 農業および園芸 76

(10)

1123-

1130

2001 10

土壌調査支援システムの活用方法
と今後の課題

小原 洋 平成13年度土壌環

境評価システム開
発事業報告書

20023

New Distributional Records of
Deraeocorine Plant Bugs (Heteroptera,

Miridae) from Japan

Yukrrobu Nakatani Rostria (50) 27-29 2001 12

植物防疫基礎講座 :ヤ ガ類の見分
け方 (3)ネ キ リムシ類の識別法―

カブラヤガ・タマナヤガ・シロモ

ンヤガー

吉松慎一 植物防疫 , 日本植
物防疫協会

55(4) 176-179 20014

植物防疫基礎講座 :ヤ ガ類の見分
け方 (4)ヨ トウ類の識別法―ヨト

ウガ・シロシタヨトウー

吉松慎一 植物防疫、 日本植

物防疫協会

55(6) 277-280 20016

マガタマ リンガの雌 と最 も古い採

集記録

吉松慎一 一〓
口温旭

〈
ム

類

学

蛾

類
日本蛾 326 20021

ナガイモを力日害 している小蛾はヤ
マノイモコガではなかった

安田耕司 農業環境技術研究

所年報,平成 12年

度

79-82 20022

マメシンクイ 安田耕司 農林水産研究文献

解題 No 27、 大豆

害虫

(27) 463-471 20022

“

ン トリー 第 1号  (2002)
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トウモロコシ・ソルガムすす紋病
菌は菌株間で寄生性が異なる

菅原幸哉 。大久保博
人・月星隆雄・島貫
忠幸・御子柴義郎

草地飼料作研究

成果最新情報

16 75‐76 2002.1

第 1回 アジア植物病理学会議に参加

して

月星隆雄 土 と微生物 55(1) 65 2001.4

IPMの 中における生物防除 ,

「IPMの 中における生物防除―現

状 と展開―」

封馬誠也 日本植物病理学

会バイオコン ト
ロール研究会編

1-13 2001.4

芝草病害のインターネット検索～
エン ドファイ ト最新情報も含めて

月星隆雄 芝草研究 30表罫

別 1号

26-31 2001.6

炭疸病菌 6種のPCR―VLP法によ

る類別 と分子系統学上の位置

森脇丈治 0月 星隆
雄・封馬誠也

農業環境研究成
果情報

17 27-28 2001.7

アブラナ科野菜根 こぶ病の病原菌
密度―発病度 (DRC)診断法の策

定 とその利用

封馬誠也 。村上弘
治・佐藤 剛・宍戸
良洋

総合農業生産環
境作物病害平成
12年度主要成果

140-141 20017

お とり植物作付けに伴な うアブラ
ナ科野菜根こぶ病菌体眠胞子密度
動態のモデル化

封馬誠也 0村上弘
治・佐藤 剛・宍戸
良洋

総合農業生産環
境作物病害平成
12年度主要成果

138‐ 139 2001.7

アブラナ科野菜根 こぶ病の病原菌

密度―発病度 (DRC)診断 と休眠

胞子密度動態のモデル化

封馬誠也 0村上弘治 総合農業平成 12

年度新技術

14 141‐ 146 2001,7

細菌の分離方法 と細菌性状の調査

法

西山幸司・篠原弘亮 作物の細菌病
2001年 追補

2001.9

茨城県で発生 したCο′′θ′ο″たカグ″

αεν′α″″によるブルーベ リー炭そ

病 (新称 )

吉田重信 今月の農業 2月 号 76-78 2002.2

植物炭疸病菌のPCR‐VLP法によ

る識別 と分子系統学上の位置

森脇丈治 0月 星隆
雄・封馬誠也

農業環境技術研
究所年報,平成
12年度

75‐78 2002.3

最近報告 された新 しい細菌病(3) 西山幸司・篠原弘
亮・封馬誠也

第21回植物細菌

病談話会要旨集

65‐69 2001.9

(3)口 頭発表

表  題 著  者
発表誌名

(出 版元 )

巻

号
′` ―ン

発行年
月

小流域 における土壌中の重金属分
布(2)

戸上和樹・小原洋

中井信

日本土壌肥料学会
講演講要集

20014

諸外国の土壌関連インベ ン トリー 小原 洋 日本土壌肥料学会

講演講要集

47 242 2001.4

有機物漉き込み後のN動態に対する

CERESモ デルの適用

長谷川 浩 (東北

研 )・ 渡邊好昭 (東

北研 )。 中井 信

日本土壌肥料学会
講演講要集

47 156 20014

果樹園の土壌肥沃度変動 :土壌環

境基礎調査データの土壌群別特性
梅宮善章 (果樹
研)。 小原 洋 。中
村ゆ り (果樹研 )・
増田欣也 (果樹研 )

日本土壌肥料学会

講演講要集

47 165 20014

果樹園の上壌肥沃度変動 :定点調
査 1-4巡 ロデータから

梅宮善章 (果樹
研)。 小原 洋 。中
村ゆ り (果樹研)・
増田欣也 (果樹研 )

日本土壌肥料学会

関東支部千葉大会

講演要旨集

20019

九州か ら発見 され た 日本未記録の

キ ヨ トウ (ヤ ガ科)について
吉松慎一 日本鱗翅学会第48

回大会講演要旨

2001 11
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ナガイモ の′οscθ″α9′′οSJ′α)の
ムカゴを加害する小蛾について

安田耕司 第45回 日本応用動

物昆虫学会大会講
演要旨

20014

エンドファイ ト (内 生菌)感染植
物の耐虫性

吉松慎一 。有村一弘

(九 州研 )

第45回 日本応用動

物昆虫学会大会講

演要旨

186 20014

無農薬水田と慣行水田の畦畔にお
けるカメムシ類の多様性

中谷至伸・石井実 第45回 日本応用動

物昆虫学会大会講
演要旨

20014

アジア産キヨ トウ」り ′力′
““

α属 (ヤ

ガ科)の分類の現状 と将来

吉松慎一 日本昆虫学会第61

回大会講演要旨集

97 2001.9

日本産Pブ′9′力ο″s属 (半翅 日,カ ス

ミカメムシ科)の分類学的研究

中谷至伸 日本昆虫学会第61

回大会講演要旨集

102 20019

蛾類の分類学的研究と人工飼料育
一その接点―

吉松慎一 全国蚕糸関係試験
研究運営協議会人
工飼料育研究会

20022

南西諸島におけるゲッキツとミカ
ンキジラミおよびその天敵寄生蜂
の分布

河野勝行(国研セ沖

縄)・ 中田唯文(国研

セ沖縄 )。 高橋敬一

(国研セ沖縄,現
JICA)・ 小西和彦(現

北農研)・ 安 田耕司

吉松慎一

第46回 日本応用動

物昆虫学会大会講

演要旨

120 20023

正のガヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

レク虫宝
口のヽヽ

ヽ
レクンヽカ

体
安田耕司 第46回 日本応用動

物昆虫学会大会講

演要旨

2002.3

Illustrated Encyclopedia of Forage
Crop Diseases

Takao Tsukiboshi and

Tadayuki Shhnanuki

The International
online symposium in

Instructional
Technology rr Plant

Pathology,
Submission

2001.5

6種植物 より分離 された新種の炭
疸病菌

森脇丈治・月星隆
雄・佐藤豊三

日本植物病理学会

幸風

67(2) ′
０ 2001 8

微生物分類研究室の研究紹介と研
究をとりまく環境

封馬誠也 山形大学農学部
「微生物分類に関

す る情報交換会」

20021

Rカレυνs ο″″α
`に

よる接木クワ苗の

腐敗病 (新称 )

吉田重信・村上理都
子・渡邊恒雄・小山

朗夫

日本植物病理学会

幸隈

67(2) 165 2001 8

イネ褐条病細菌のイネ組織内増殖
を抑制する細菌の分類学的検討

篠原弘亮・門田育
生・封馬誠也・西山

幸司

日本植物病理学会

幸風

67(2) 20018

アブラナ科野菜根 こぶ病休眠胞子
密度動態モデルの講義 と実習

封馬誠也 平成13年度東北地

域研究成果移転セ

ミナー

2001 11

アブラナ科野菜根こぶ病における
DRC診 断,― 土壌・植物による影

響

村上弘治・封馬誠
也・黒畔有希子・佐
藤 剛・宍戸良洋

日本土壌肥料学会

講演要旨集

47 46 20014

栽培マメ類に寄生するひり,7εθs属

菌の分類学的再検討

鍾文金・月星隆雄
柿鳥 員

日本菌学会第45回

大会講演要旨集

60 20016

インベ ン トリー 第 1号 (2002)
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茨城県で発生したCο′′θ′ο′″た力ν″

αεν′α′夕〃によるブルーベ リー炭疸

病 (新称)

吉田重信・月星隆

雄・村上理都子・篠

原弘亮・封馬誠也

日本植物病理学

平成 13年度関東

部会講演要旨集

4 2001.10

クワ暗斑病菌 (」リノrO′乃θε′ν″

″οrガタ″)が生産する植物毒素の各

種生物への影響

村上理都子・奥野哲

郎 。和田早苗・早坂

昭二・宮本和久・白

田 昭・吉田重信

第52回 日本蚕糸

学会関東支部会

学術講演会要旨

集

19 2001.11

根 こぶ病罹病根の処理が土壌中の

病原菌密度に及ぼす影響

村上弘治・封馬誠
也・黒畔有希子・佐
藤 剛・宍戸良洋

2001年度 日本土

壌微生物学会講

演要旨集

2001.4

クワ暗斑病菌 (MyrOthedum
verrucaria)の病原性発現に対する

本菌由来毒素rOridin A,verruac」 n

A,Jお よび未同定毒素の関与

村上理都子 0平舘俊
太郎・白田昭・吉田

重信・矢澤盈男

日本植物病理学

会報

67(2) 184 2001.8

B aci llus amyloliquefaciens RC-2

Produces Antimicrobial Compounds,

Iturins A2 to A7

Yoshida,S.,Hiradate,

S.,Hatakeda,K.and

Shirata,A.

l3th Binnial
Congress

Australasian Pant

Pathology

Conference (abst.)

341 2001.9

付 録 :研 究成 果 の発表
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研究協力・交流

(1)国外での国際研究集会

氏  名 所  属 開催 国 活動内容 期  間 備  考

吉 田重信 微生物分類研 オ ー ス ト

ラ リア

第 13回 オース トラ リア植物

病理学会に出席,発表

13.9.22′ ′ヽ9.28 研究推進費

(2)科 学技術庁特別研究員

氏  名 受入研究室 研 究課題 期  間

中谷至伸 昆虫分類研 農業生態系における微小カメムシ類の分類同定法

と主多様性の解明

11.1.1 - 13.9.30

(3)依頼研究員

氏  名 所  属 受入研 究室 研 究課題 期  間

須賀 丈 長野県 自然保

護研究所

昆 虫分類研 長野県産訪花性昆虫類 に関す る分

類学的研究

13.9.25- 12.21

(4)技術講習生

氏  名 所  属 受入研 究室 研究課題 期  間

青木 由美

塩 谷純 一

良Б

宮川 学

柳 沢宏 司

富 山 県 農 業

技 術 セ ン タ

東京農業大学

株)ベル グア

ース

山形大学農学

部

昆 虫分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

ネキリムシ類幼虫の識別法につ

い

~C

細菌の分類・同定に関する研究

細菌の分類・同定に関す る研究

糸状菌研究手法

13.5.24

13.4.1～ 14.3.31

14.3.11 - 14.3.22

14.3.4～ 3.15

(5)講 師派遣等

氏  名 所  属 講師派遣の内容 期  間 依頼者

浜崎忠雄

浜崎忠雄

浜崎忠雄

セ ンター長

セ ンター長

セ ンター長

平成 12年度 中国四国地域土壌保全

対策事業成績検討会

平成 13年度短期集合研修 「農林水

産試験研究のための情報処理技術」

平成 13年 度専門技術員研修 「専門

研修」

13.5.31

13.11.27

13.9.19～ 9.20

農水省 中国四

国農政局

農業研究機構

農水省経営局

普及課
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付録 :研 究協力・交流

氏  名 所  属 講師派遣の内容 期  間 依頼者

中井 信

中井 信

中井 信

小原 洋

小原 洋

小原 洋

小原 洋

小原 洋

封馬誠也

封馬誠也

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

微生物分類研

微生物分類研

平成 12年度東海・近畿ブ ロック土

壌保全対策事業成績検討会

平成 12年度東北・北海道地域土壌

保全対策事業成績検討会

土壌保全対策事業全国会議

平成 13年度専門技術員研修 「専門

研修」

アグロバイオ先端セ ミナー

平成 12年度北陸ブ ロック土壌保全

対策事業成績検討会

平成 13年度専門技術員研修 「専門

研修」

九州沖縄農業試験研究推進会議生産

環境推進部会

山形大学農学部 「微生物分類に関す

る情報交換会」

平成13年度東北地域研究成果移転セ

ミナー

13.6.18 - 6.19

13.6.6 ハV 6.7

14.2.19

13.9.19/ヽン9.20

13.5.23

13.7.11

13.9.19～ 9.20

14.2.7

14.1.00

13.11.00

農水省近畿農

政局

農水省東北農

政局

農水省生産局

農産振興課

農水省経営局

普及課

農林交流セ ン

ター

農水省北陸農

政局

農水省経済局

普及課

九州沖縄農業

研究セ ンター

山形大学農学

部

東北農業研究

セ ンター

(6)外部委員会委員等

氏  名 所  属 委嘱・応嘱先 委嘱・応嘱名 期  間

浜崎忠雄

浜崎忠雄

浜崎忠雄

浜崎忠雄

浜崎忠雄

中井

中井

信

　

信

セ ンター長

センター長

セ ンター長

セ ンター長

セ ンター長

土壌分類研

土壌分類研

日本学術会議

(社 )国 際農林業協

力協会

中央農業総合研究セ

ンター

(財 )農 業技術協会

(財 )日 本土壌協会

(財 )日 本土壌協会

(財 )日 本土壌協会

第 6部 土壌 0肥 料・植物栄

養学研究連絡委員会委員

フィ リピン農民参加 に よる

マー ジナル ラン ドの環境及

び生産管理計画国内委員会

委員

関東東海 北陸農業試験研 究

推進会議 土壌肥料部会副部

会長

温室効果 ガス排 出削減 定量

化法調査専門委員会委員長

土壌環境評価 システム開発

事業 に係 わ る専門委員会委

員長

土壌環境評価 システム開発

事業作業部会委員

土壌環境評価 システム開発

事業 に係 わ る専門委員会委

員

12.10.1 - 15。 9.30

12.2.8 ハV 17.1.31
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氏  名 所  属 委嘱・応嘱先 委嘱 ・応嘱名 期  間

中井 信

中井 信

中井 信

1土
壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

微生物分類研

微生物分類研

|(財 )農業技術協会

農林水産技術会議事

務局

農林水産技術会議事

務局

(財 )日 本土壌協会

(独 )食 品 総 合 研

究所

東北農業研究セ ンタ

|[:う]ヨ重考争][1『
会委員

農林水産研 究計算・情報セ

ンター システム整備 計画策

定 ワーキンググループ委員

土壌環境影 響診断 システ ム

開発事業作業部会委員

組換 え DNA実 験安全委員

会委員

植 物 防 疫 に 関 す る技 術 連

絡会議委員

13.2～

14.2～  14.5

13.6.28- 15.3.31

13.4.17ン ンヽ 14.4.16

(7)学会委員等

∠ンベン トリー 第 1号  (2002)

氏  名 所  属 学会名 委員等名 期  間

浜崎忠雄

浜崎忠雄

中井 信

中井 信

中井 信

中井 信

小原 洋

小原 洋

小原 洋

安 田耕 司

吉松慎 一

中谷至伸

封馬誠也

封馬誠也

封馬誠也

月 星隆雄

月 星隆雄

月 星隆雄

月星隆雄

月星隆雄

セ ンター長

セ ンター長

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

昆虫分類研

昆虫分類研

昆虫分類研

微生物分類研

微生物分類研

微 生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

本土壌肥料学会

本ペ ドロジー学会

本土壌肥料学会

本土壌肥料学会

本ペ ドロジー学会

本ペ ドロジー学会

本ペ ドロジー学会

本ペ ドロジー学会

本ペ ドロジー学会

本応用動物昆 虫学

本応 用動物昆 虫学

本 昆 虫 学 会

本土壌微生物学会

本植物病理学会

本植物病理学会

本植物病理学会

本植 物病理学会

本草地学会

本芝草学会

本草地学会

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

会

日

会

日

日

日

日

日

日

日

評議員

評議員

理事

第 5部門長

評議員

編集幹事

評議員

会計幹事

土壌調査 トレー ニ ングコー

ス指導講師

農林有害動物・ 昆 虫名鑑編

集委員会委員長

農林有害動物・ 昆 虫名鑑編

集委員会委員

電 子 化推 進 委 員 会 委 員

日本 土壌微 生物学会編集委

員会委員

バイオ コン トロール研 究会

幹事長

病害生態研究会幹事

事務局会計幹事

病名委員会委員

用語委員会委員

2001年 度春季大会運営委員

会運営委員

2002年 度大会運営委員会運

営委員

10.4～  14.3

59.4ヘン 14.3

12.4～  14.3

12.4- 15.3

12.4- 14.3

12.4 ハV 14.3

12.4～  14.3

12.4～  14.3

12.10.5 ⌒V 10.7

13.5′～

13.5´～

13.4～

12.1.1 - 15.12.31

13.4.1

13.4.1′～

13.4.1 ～ 5.26

13.4.1～

13.4.1～

13.4.1 ′ヽン6.3

14.3.26～
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(8)同 定依頼・技術相談等

件  名 受入研 究室 件  数 標本数

(菌 株数 )

種  数

昆虫同定

微生物同定

昆虫所蔵標本調査

昆 虫の学名・種名・文献等に関す る相談

微生物の分離・同定・文献等に関す る相談

世界 と日本の土壌分類・特性等に関す る相談

昆虫分類研

微生物分類研

昆虫分類研

昆虫分類研

微生物分類研

土壌分類研等

64

16

13

21

10

8

1,151

58

208

付録 :研 究協力・交流
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在職者 とその動き (14.3.31現 在 )

氏  名 所  属 役  職 備  考

浜崎忠雄

永谷 泉

中井 信

小原 洋

大倉利明

戸上和樹

増田康代

渡辺寿美子

安田耕司

吉松慎一

中谷至伸

服部伊楚子

松村 雄

一澤 圭

井澤員知子

封島誠也

月星隆雄

吉田重信

篠原弘亮

鐘 文金

今井真千子

渡邊有里子

農 業環境 イ ンベ ン

トリーセ ンター

土壌分類研究室

′ノ

ノ′

ノ′

ノ′

ノノ

昆虫分類研究室

〃

′′

〃

〃

′′

′′

微生物分類研究室

セ ンター長

非常勤職員

室長

主任研究官

ノ′

研究員

非常勤職員
〃

室長

主任研究官

研究員

非常勤職員
〃

′′

ノ′

室長

主任研究官

研究員

′′

非常勤職員

ノ′

ノ′

13.4.1-

13.10.1 - 14.1.31

13.4.1-

ノノ

14.2.1選 考採用

13.4.1～

〃

ノ′

ノ′

′′

13.10.1選考採用

13.9.1 - 13.6.30

13.4.1-

13.9.1 - 13.12.31

13.4.1′～

ノ′

〃

ノ′

ノ′

′′

ノ′

13.10.22採 用

(3ヶ 月以上在籍者 )

学位 等 )表彰等 (各種表彰 ,

第 1回 日本ペ ド白ジー学会論文賞

平成 13年 4月 4日信 (土壌分類研究室長 ),中井
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